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「地域の花づくり活動・シバザクラ植栽事業」のシバザクラが開花 

 

この春、郡上地域活性化協議会主催「地域の花づくり活動・シバザクラ植栽事業」にお

いて、昨年までに植栽を行った長良川鉄道「郡上八幡駅」、「北濃駅」、八幡町初納地区、

郡上市役所前駐車場、和良町郡上東中学校グランド等でシバザクラが色鮮やかに開花しま

した。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

長良川鉄道「郡上八幡駅」 

大和商工会周辺 長良川鉄道「北濃駅」 

和良町郡上東中学校グランド 

郡上市役所前駐車場 

八幡町初納地区 

大和町 道の駅裏の市道 

八幡町五町 神明公園 
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第４１回「はちしん灌花塾 ～郡上の歴史の補遺
ほ い

を学ぶ～ 」開催 
 

 

２月２５日(土)第４１回「はちしん灌花塾」が

本店６階大会議室において開催されました。 

地域史家高橋教雄先生をお招きして「『郡上踊

保存会』１００周年」と題して講義いただき、当

日は当金庫の役職員や一般参加の方４８名が受

講しました。 

 

＜はじめに＞ 

去年は『郡上踊保存会』１００周年として色々な行事が行われた。保存会は大正一二（一

九二三）年七月に『郡上踊保存会』として発足しており、今年が１００周年と考えられる。 

今日は『郡上踊保存会』の設立について話したい。 
 

＜明治・大正初期の世相＞ 

明治期になると、民俗芸能は政府の欧化政策にそぐわないとして、厳しい規制を受けた。

特に地方に残る盆踊りや村芝居などは旧来の陋習
ろうしゅう

であり、欧化政策と相反するとして禁止

された。 

明治政府は天皇を神格化し国家神道を構築するため神仏分離政策を行い、地域文化の底

流にあった神仏習合の信仰体系とそれにともなう神事芸能や盆踊りなどの存在意義を否定

した。 

こうした世相の中、岐阜県令小崎
こ ざ き

利準
り じ ゅ ん

は明治七（一八七四）年に、盆踊りは「悪習」であ

り、社会的には公序良俗を乱す「不行
ふ ぎ ょ う

体
た い

之
の

儀
ぎ

」があると布達した。 
 

＜大正期の盆踊りの復興＞  

大正期になると、大正デモクラシーの風潮により、郷土文化見直しの機運が高まり、伝

統芸能である盆踊りの復活運動が起こった。 

郡上踊り復興の契機は、大正三（一九一四）年の戸塚遼助によって創作された長唄『花

のみよし野』の上演会であった。 

『花のみよし野』は大正一五（一九二六）年に郡上郡役所開所式で披露され、その中で

上演された「川崎」は、従来の盆踊りを西川流の手で新たに脚色洗練されもので、三味線・

笛・太鼓の囃子をともなう、芸姑連が踊る華やかな見せる踊りであった。 
 

＜『郡上踊保存会』設立への動き＞ 

復興の動きは戸塚の『花のみよし野』の上演に止まらず、昭和の初期にかけて町中の芸

姑連によって、踊りが大衆うけし誰でも踊れるように太鼓・三味線・踊りを工夫して改良・

洗練化されていった。 
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この動きの中心にいたのは、神谷治兵衛や堀口欣吾などで、芸姑連と密接に協力し郡上

踊りの再興を目指した。 
 

＜大正期の社会情勢＞ 

大正七（一九一八）年、米騒動の勃発により当時の八幡警察署長和田茂は、盆踊り復興

に強硬に反対した。さらに、大正八（一九一九）年七月、八幡町北町一帯に「北町大火」

（焼失家屋五九六戸）が発生した。 

一方、民間では大災害にかかわらず盆踊りが恒例のように混沌・猥雑・無秩序に続けら

れていた。 

盆踊りは警察当局の圧力と軋轢の中で、それに適応するために、秩序があり、正当な踊

りの管理による再興を目指すこととなった。 

 

＜『郡上踊保存会』を設立＞ 

「北町大火」の復興事業が落ち着く頃から、郡上踊り復興の動きが再燃し、神谷・堀口

は町有志者や町役場を巻き込み、『郡上民謡研究社』を設立した。 

大正一二（一九二三）年に、『備前屋』で発会式を行い、『郡上踊保存会』を設立した。

初代会長は坪井房次郎、副会長に鷲見甚造、役員は神谷治兵衛ら三八人であった。 

 

＜『郡上踊保存会』設立の経過＞ 

 神谷は保存会設立の経過を『郡上踊保存会会議録』に次のように残した。 

「如何せん時の和田署長其意を容しず、加ふるに米価暴落に因る富山市の米騒動は当町

にも波及せんとす形跡ある等により、此種の集団には、一層弾圧圧迫を加ふるを見る、

偶々
たまたま

大正八（一九一九）年当町に大火ありて盆踊りなど想いもよらぬ有様となり、爾来
じ ら い

両三年盆踊り遠慮差し控えたり」 

「火災後中西五郎氏は大正八（一九一九）年秋、八幡署長として赴任あり」 

「『郡上踊保存会』を組織し、大正一二（一九二三）年七月中西署長に対し、種々に交

渉を重ね、承認を得た」 

ここから「北町大火」以降三年間は保存会設立の動きを控え、大正一二（一九二三）年

七月に中西八幡警察署長に許可公認を得たことがわかる。 

 

＜『郡上踊保存会』設立の際の基本方針＞ 

①「復興は大正デモクラシーの風潮と日本伝統文化の見直しの機運、官民意思疎通の健全

娯楽である」 

②「西川流の協力を得る」 

③ 「民族的泥臭さや猥雑さや卑猥さを取り除き健全な歌詞を精選する」 

④「踊り形式における多種多様さを整理する」 

⑤ 「健康的娯楽として郡上踊り」（種目を七種（川崎・さわぎ・松阪・三百・甚句・猫の

子・ヤッチク）に限定して、これを正当化された踊り種目とした） 
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保存会は大正一四（一九二五）年に「宣伝ビラ」を配布し、基本方針を示すことで郡上

踊りを健全娯楽として導こうとした。 
 

＜復興と普及の原動力＞ 

西川流の「郡上踊り」はそのまま普及するには専門的すぎたため、神谷・堀口は芸姑連

（当時は町内に一七の芸者置屋があった）とともに、大衆うけする踊りに改良し、とくに

「新川崎」の広報普及に力をいれた。鳴り物を工夫し笛を取り入れたのもこの頃で、『郡

上踊保存会』は各地に招請された。 
 

＜踊りパンフレットの発行＞ 

踊りパンフレット『郡上踊第一号』を大正一二（一九二三）年に発行し、最初に「此郡

上踊りは今を去ること二百五十年の昔、時の藩主が士農工商の融和、今日の官民和合を図

るため、年々盂蘭盆会を期し貴賎上下の別なく、一団となって踊らしめたに始まった・・」

とした。 

次に、盆踊りは伝統文化の底流をなし、「素朴なる身振りと纏綿
て ん め ん

たる情緒」があると捉

え、「風俗壊乱に近き外来のダンスに比し、農村娯楽又一般娯楽」として普及することが

郡上踊りの復興につながるとした。 

次に、保存会の使命は、近来唄の種類において又踊りの形式に於いて多種多様となり、

郡上踊りとしての純真なる彩を失わんとしつつある現状を打破して、その発展隆盛を図る

こととした。 

最後に、復興の中心に「川崎」をおき、多種多様の踊り形式を整理して、純真さを取り

戻すことが復興の主柱であるとした。 
 

＜歴史根拠１＞ 

初版のパンフレットでは発祥を二百五十年の昔としており、逆算すると延宝元（一六七

三）年で藩主は遠藤家三代常友となる。 

昭和二（一九二七）年発行の第二版では三百年前としており、逆算すると寛永四（一六

二七）年で藩主は遠藤慶隆となる。第十版では三百五十年前となっており、逆算すると慶

長二（一五九七）年で藩主は稲葉貞通となる、その後は第二版の三百年前が一般的となり、

時代が寛永四（一六二七）年にあたることから、ここから徳川家光の将軍就任と藩主遠藤

慶隆が比定されていった。 
 

＜歴史根拠２＞ 

昭和四八（一九七三）年の国重要無形文化財指定にあたり、昭和二九（一九五四）年に

提出された申請書には、「三百五十年前徳川三代将軍家光の時代、遠藤慶隆が士農工商の

融和をはかるため・・・踊りを奨励したのに始まる」とあり、ここから時代を逆算すると

慶長九（一六〇四）年で家康の時代になるが、第二版の歴史認識（三百年前、寛永四年発

祥）の根拠は示されていない。このことに対して、八幡町教育委員会は申請書の内容を追

認した。 
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 『郡上八幡町史』では年代を断定せず、「寛永年間に遠藤慶隆が踊りを奨励したといわ

れており、・・ようだ」との表現ながら、申請書の記述を追認した。 

 

＜見解の一般化＞ 

昭和五四（一九七九）年に組織された『無形文化財郡上おどり』編集委員会は、発刊に

あたって、郡上おどりのルーツを探り、従来口伝等に頼っていた踊りの歴史を史実にもと

づいて考察するとした。編集後記では、出来る限りの史料を集め、その由来を研究すると

基本姿勢を示した。 

その中で「郡上踊りの歴史はさだかではないが、三百有余年の歴史を持つといわれてい

る。家光公の時代、遠藤慶隆が人心の安定と平和を楽しむため踊りを奨励したと伝えられ

ている」とした。 

 

＜四○○年祭＞ 

平成三（一九九一）年に八幡町は、「郡上おどり四百年祭」を開催した。基本理念は、

“四百年を祝う”“郡上おどりを検証する”“次の世代につないでいく”であった。 

この祭りの実行委員会は、郡上おどりの発祥と由来について、「四百年について歴史的

な確証が明らかであるかないかは別にして、・・・消極的立場からはほうっておいても四

百年はとおりすぎた」（『郡上八幡の本』郡上おどりの四百年祭を振り返って）とした。 

 

＜問題点＞ 

『郡上八幡史編纂委員』の寺田敬蔵氏は、四百年の歴史根拠について、「発祥伝承より

も、郡上おどりをいかに有名にするかが保存会の使命であり、そのための努力と宣伝が今

日の隆盛の結果を形成した」とした。  

四百年を逆算すると、天正一九（一五九一）年の秀吉の時代となる。また、昭和四八（一

九七三）年の国重要無形文化財指定申請書の三百五十年の歴史検証をどうするかなどの問

題点があり、これまで歴史的史実が軽視されてきた。 

 

＜まとめ＞ 

最後に先生は、「今回郡上踊が、ユネスコ

無形文化遺産に登録されたことを契機に、郡

上踊のもつ歴史的な曖昧さを検証し、発祥と

由来を洞察し、民俗芸能の本質を研究すると

同時に、観光産業・地域振興を図ることを両

輪として進めていってほしい。」と締めくく

られました。 
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ニセ電話詐欺対策等の広報啓発活動に参加 

 

４月１４日（金）に当金庫本店営業部周辺において、

郡上警察署員によるニセ電話詐欺および交通事故防止

に係る広報啓発活動が行われ、本店営業部の職員も参加

し、来店されたお客様に注意を呼びかけました。 

 

クールビズの実施について 
 

今年は５月１日（月）から１０月３１日（火）までの６ヵ月間、男性職員につ

いてはノーネクタイ・上着なし、女性職員についてはジャケット・ベスト

なし、ブラウスのリボンを着用しない等の服装で勤務しておりますので、

皆さまのご理解のほどよろしくお願い申し上げます。 

 

「ドリームジャンボ宝くじ」「新緑の 100 円くじ」発売中！ 

 

５月２日（火）から６月２日（金）まで「ドリーム

ジャンボ宝くじ」、「ドリームジャンボミニ」を発売

しております。 

「ドリームジャンボ宝くじ」は、１等賞金が３億円、

前後賞が各１億円で１等・前後賞合わせて５億円とな

っており、また、「ドリームジャンボミニ」は１等 

３，０００万円が２０本用意されています。 

さらに、５月１０日（水）から３０日（火）まで、

「新緑の１００円くじ」（１等１，５００万円）が販

売されており、多くの方に高額当選のチャンスが広が

っています。 

ぜひ、当金庫チャンスセンターにてお買い求め下さ

い。 

 

 

 

 
ドリームジャンボ 

宝くじ 

ドリームジャンボ 

ミニ 

新緑の１００円 

くじ 

発売予定額 ３９０億円 １５０億円 - 

価 格 １枚 ３００円 １枚 １００円 

抽 せ ん 日 ６月１４日（水） ６月２日（金） 
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「新社会人応援！スタートアップキャンペーン」実施中 

 

現在、新社会人、当金庫営業エリアにＵターンおよびＩターン就職をされた方を対象に、

「新社会人応援！スタートアップキャンペーン」を実施しています。 

当金庫で新たに「給与振込指定」（支給額全額かつ５万円以上）していただいた方全員

にＶＩＳＡギフトカード１，０００円分をプレゼントします。 

また、上記に加え、①しんきんバンキングアプリ＋個人インターネットバンキング契約、

②しんきん VISA（JCB）カード、③マイカーローン契約（ＷＥＢ完結ローン契約）をご

契約の方に、それぞれ１契約ごとにＶＩＳＡギフトカードを１,０００円分プレゼント。特

典１と特典２を合わせて最大で４,０００円分のＶＩＳＡギフトカードをプレゼントしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳しくは、営業店窓口または営業担当者までお問い合わせ下さい。 
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経済事情について 

 
【東海３県の金融経済動向（日本銀行）】 

日本銀行名古屋支店は４月１４日（金）、東海３県（愛知、岐阜、三重）の金融経済動

向を発表しました。 

 

東海３県の景気は、緩やかに持ち直している。 

個人消費は、緩やかに持ち直している。 

公共投資は、高めの水準で推移している。設備投資は、緩やかに増加している。 

住宅投資は、弱い動きとなっている。 

輸出は、横ばい圏内となっている。 

生産は、緩やかに持ち直している。 

企業の業況感は、概ね横ばいとなっている。 

雇用・所得情勢は、緩やかに改善している。 

消費者物価（除く生鮮食品）は、前年を上回っている。 

金融環境をみると、東海３県の金融機関（国内銀行、信用金庫）の貸出は、前年を上回

っている。貸出約定平均金利は、引き続き低下傾向にある。 

（出典：日本銀行名古屋支店ＨＰ） 

 

 

【中小企業景況レポート（信金中央金庫）】 

 信金中央金庫 地域・中小企業研究所は４月１４日（金）、２０２３年１月～３月期の全

国中小企業景気動向調査の結果を発表しました。 

 

２３年１～３月期（今期）の業況判断Ｄ.Ｉ.は△１３．９､前期比３．１ポイント低下し､

４四半期ぶりの改善一服となった。 

収益面では、前年同期比売上額判断Ｄ.Ｉ.がプラス６．６と前期比０．２ポイント改善、

同収益判断Ｄ.Ｉ.は△１０．９と同０．１ポイント改善した。販売価格判断Ｄ.Ｉ.はプラス 

２７．１とおよそ３年ぶりに小幅低下へ転じた。人手過不足判断Ｄ.Ｉ.は△２４．２と４四

半期ぶりに人手不足感が若干緩和した。設備投資実施企業割合は２０．３％と前期比 

０．５ポイントの小幅低下となった。業種別の業況判断Ｄ.Ｉ.は小売業を除く５業種で、地

域別では全11地域中７地域で、それぞれ低下した。 

２３年４～６月期（来期）の予想業況判断Ｄ.Ｉ.は△１１．７、今期実績比２．２ポイン

トの改善を見込んでいる。業種別には建設業を除く５業種で、また､地域別には全１１地域

中８地域で、それぞれ改善見通しにある。 
 

（出典：信金中央金庫 地域・中小企業研究所ＨＰ） 
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【当地域の業況判断（当金庫景況調査）】 

当金庫は5月９日（火）、第１１２回「地元企業の景況」（２０２３年１月～３月期）の

調査結果を発表いたしました。 

 

全業種の業況判断Ｄ.Ｉ.(良い－悪い）は、今期（２０２３年１月～３月期）▲３０．１と、

前期比０．２ポイント上昇のほぼ横ばい水準となりましたが、前回調査時の今期見通し 

（▲４０．９）を１０．８上回る結果となりました。 

業種別では、不動産業、卸売業、飲食業で改善、小売業、建設業、サービス業で横ばいも、

農業、製造業で悪化となりました。 

来期（２０２３年４月～６月期）の業況判断Ｄ.Ｉ.は▲２２．４と、今期比７．７ポイント

上昇の改善予想となっており、業種別にみると、不動産業、製造業、建設業で横ばいも、飲食

業、農業、卸売業、サービス業、小売業で改善の見通しとなっており、全国、東海地区が停滞

感を示す中、当金庫管内においては改善の見通しにあります。 

 

 

 

 

 

業況判断指数（Ｄ.Ｉ.）推移表 

（注）「全国」「東海」は日銀短観、「岐阜県」は株式会社日本政策金融公庫岐阜・多治見支店、「当金庫管内」は八幡信用金庫調査による。 
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このコーナーでは、各地区の主な「イベント情報」を掲載しています。 

文化や自然が豊かなこの地域、行ったことのないまちや場所へ行ってみる、行事に参加してみるこ

とで、私たちが暮らす『まちの良さ』を再認識してみてはいかがでしょうか？ 
 

５月中旬～６月上旬 

  
※掲載のイベントについて、イベント内容等が変更または中止となる場合がありますので、詳細については、各地区市役所（振興事

務所）、役場、商工会、観光協会等のホームページまたは広報誌等でお確かめ下さい。 

 

 

 

 

開 催 月 日 イ ベ ン ト 名 開 催 地 区 

５月 

開催中～ 

５月２１日（日） 

郡上八幡城新緑まつり 

※5/21 には天守閣を背景に和太鼓演奏などの

催しが楽しめます。 

郡上八幡城（八幡町） 

開催中～ 

７月１１日（火） 
Gujo ええもんいち 

郡上八幡町屋敷越前屋 

（八幡町） 

１４日（日） 

・第１部 11:00～ 

・第２部 14:00～ 

Ｆｉｅｌｄ Ｍｕｓｉｃ vol.1 

チェロ 三戸正秀と仲間たち 

※第 1 部は和歌文学館の入館料が必要 

（小中学生 110 円、高校生以上 320 円） 

 ※第 2 部は無料（要事前申込） 

古今伝授の里フィールド

ミュージアム（大和町） 

第 1 部：和歌文学館 

第 2 部：篠脇山荘 

２０日（土） 

第３回清流長良川あゆパーク 渓流釣り

大会 一般の部 

※開催３日前までに要申込 

（大人男性：4,000 円、大人女性：2,000 円、 

高校生以下：2,000 円） 

清流長良川あゆパーク 

（白鳥町） 

２１日（日） 

第３回清流長良川あゆパーク 渓流釣り

大会 親子の部 
※開催３日前までに要申込 
（親子の部：１組２名 5,000 円） 

清流長良川あゆパーク 

（白鳥町） 

２１日（日） 

10:00～ 
白山中居神社春季例祭 白山中居神社（白鳥町） 

２８日（日） かわべのマーケット 平野商店（八幡町本町） 

６月 
３日（土） 
14:00～18:00 

第 13 回郡上おどり in 京都 2023 
京都市役所庁舎前広場 

（京都市） 
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当      金      庫 業       界       等 

４月    

3日 令和 5年度新入職員入庫式 

新入職員研修（～14日） 

  

    

  5日 中濃法人会 正副会長・支部長総務委員長合同会

議 

6日 個人向け国債（第 157 回変動 10 年、第 145 回固

定 5年、第 155 回固定 3年）の募集(6日～28日) 

6日 郡上八幡ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ 第 1505回 100％出席例会 

  7日 八日会 定例会 

8日 令和 5年度経営計画説明会   

    

11日 八信会 代議員総会   

13日 あずさ監査法人期末監査 

 

  

14日 郡上警察署によるﾆｾ電話詐欺対策等の広報啓発

活動への協力（別記） 

  

    

  17日 第 90回郡上地域活性化協議会および懇親会 

19日 ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ担当者会議 18日 中濃法人会 郡上支部 役員会 

22日 第 42回はちしん灌花塾   

24日 令和 5年度第 1回理事会 

令和 5年度第 1回監事会 

  

  25日 中濃法人会 理事会 

東海地区信用金庫協会 経営層向け資金運用ｾﾐﾅ

ｰ 

  27日 郡上八幡観光協会 通常総会ならびに創立 70 周
年記念式典、懇親会 

  28日 郡上八幡ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ役員選出による事
前打合せ会 
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八幡信用金庫主要勘定 

（ ２ ０ ２ ３ 年 ４ 月 末 ）  

（百万円、％）

増減額 増減率 増減額 増減率

現 金 994 54 5.7 預 金 積 金 124,529 886 0.7

預 け 金 61,730 4,093 7.1 当 座 預 金 4,155 △ 11 △ 0.2

買 入 金 銭 債 権 182 △ 55 △ 23.4 普 通 預 金 42,493 1,948 4.8

有 価 証 券 45,176 △ 2,302 △ 4.8 貯 蓄 預 金 254 △ 16 △ 6.1

貸 出 金 31,575 △ 1,241 △ 3.7 通 知 預 金 127 △ 93 △ 42.1

割 引 手 形 94 0 0.1 別 段 預 金 722 142 24.6

手 形 貸 付 1,618 △ 35 △ 2.1 納 税 準 備 預 金 12 △ 3 △ 23.3

証 書 貸 付 28,342 △ 1,005 △ 3.4 （要求払計） 47,766 1,966 4.2

当 座 貸 越 1,519 △ 200 △ 11.6 定 期 預 金 73,255 △ 704 △ 0.9

定 期 積 金 3,506 △ 375 △ 9.6

（定期性計） 76,762 △ 1,080 △ 1.3

（単位未満切り捨て）

前年同月比
科　 　目 残  高 科　 　目 残  高

前年同月比

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★アプリは App Store または Google Play ストアからダウンロードできます。 

【iPhone をご利用の方】※3           【Android をご利用の方】※3 

 

 

 

 

当金庫ではスマートフォンに専用アプリをダウンロードすることで、口座の残高照会や入

出金明細照会、振込※1等が行えるバンキングアプリサービスを取り扱っています。(キャッシ

ュカードご利用のお客様がご利用いただけます。)※2 

 

 

 

※1. 振込機能の利用は、別途個人インターネットバンキングの契約が必要です。 

※2. メンテナンス時間など一部で利用できない時間帯がございます。 

※3.コードが読み取れない場合は「しんきんバンキングアプリ」で検索してください。 
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営  業  店 電 話 番 号 Ｆ Ａ Ｘ 番 号 

本 店 営 業 部 （０５７５）６５－３１２１ （０５７５）６５－５１８１ 

白 鳥 支 店 （０５７５）８２－２５３６ （０５７５）８２－４８０７ 

荘 白 川 支 店 （０５７６９）５－２３３６ （０５７６９）５－２４５４ 

高 鷲 支 店 （０５７５）７２－５１３３ （０５７５）７２－５６１９ 

和 良 支 店 （０５７５）７７－２２２６ （０５７５）７７－２７３７ 

金 山 支 店 （０５７６）３２－２７７９ （０５７６）３２－２８６８ 

大 和 支 店 （０５７５）８８－３１１１ （０５７５）８８－４１２２ 

美 並 支 店 （０５７５）７９－３４５０ （０５７５）７９－３００１ 

小 野 支 店 （０５７５）６５－２９８８ （０５７５）６５－２９２０ 

 

◎ご意見・ご感想をご記入下さい。 
切 り 取 り 線 

お取引営業店名         支店 

   

当金庫では、「はちしん広報」の電子メール配信を行っています。 

メール配信をご利用いただくことにより、紙資源等を節約することができ、

地球温暖化など環境への配慮が図れるほか、スピーディーでクリアな情報提

供が可能になります。メール配信をご希望の方は、当金庫メールアドレスへ件名

を「はちしん広報 電子メール配信希望」として氏名・メールアドレスを明記のうえ

ご送信下さい。なお、ご提供いただきました氏名およびメールアドレスは「はちしん

広報」を配信する目的以外に利用いたしません。 

なお、データ容量が大きいため５ＭＢ以上が受信できるメールアドレス（ＰＣ用ア

ドレス等）を推奨いたします。また、ホームページからもご覧いただけます。 
 

☆ はちしんホームページ               ☆ はちしん公式インスタグラム 

https://www.shinkin.co.jp/hachiman/   ※金庫の活動やお知らせ等を配信しています 

 

 

 
 

☆ はちしんメールアドレス   info@ hachimanshinkin.jp 
 

スマートフォン

からはこちら 
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